
掲載の「わたしのほやねさん」ストーリー
の他、市内に実在する「まちのほやねさん」
を募集します。あなたがこれまでに出会った
ほやねさんを400字程度の紹介文と一緒にお
寄せください。

募 集

■応募方法
住所・氏名またはペンネーム・電話番号を明記し、直接ま
たは郵送、Ｅメールでまちづくり推進課へ。
〒509-5192（住所不要）　  machisui＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線186）／ 557763

「ほやねさん」とは…
つらいときや悩んだとき、そっと寄り添って
「ほやね、ほやね」と話を聞いて、心を支え
てくれる人
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４月１日号の投稿募集
お題は「 出会い 」です（１人１句）。
締め切りは３月19日（火）です。

ある子育て支援講習会のグループ討議の場でのこと。「自分がサポーターとしてどんなことができるでしょうか」と
いうテーマで、１人の若いお母さんが話された次のエピソードが印象に残っています。
「小学４年生の自分の息子の良さがなかなか見つけられず、悪い面ばかりが目について、ついつい叱ってばかりいま
す。そんな自分が情けないと常々思っていました。ある日、家族でサラダバイキングの店に行きました。息子と見知
らぬ５才くらいの男の子がサラダバーの前でたまたま一緒になったとき、息子がその男の子に順番を譲り、手の届か
ないサラダをよそってあげたり、違う場所に戻されたトングを元の場所に黙って戻したりする姿を見て、なんて優し
い一面があるんだと改めて息子を見直し、うれしい気持ちになりました。店を出たとき、１人のおばさんが近くに来
て、『さっき、小さい子に優しくしてあげたね。偉かっ
たね』とさり気なく息子に声を掛けてくれました。親以
外の方が、息子の良さを見つけ、ちゃんと褒めてくれた
ことがうれしく、忘れられません。自分もそういう大人
になりたいと強く思いました」
そのエピソードは私の胸にストンと落ちました。「相

手がうれしくなって、周りもうれしくなるような、さり
気ない言葉掛けができる人」、そ
れが私の「ほやねさん」です。
還暦を過ぎた私ですが、そんな
大人になりたいと思います。

ペンネーム　ユーミン（土岐津町）
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市市民の皆さんと作るページ

■応募方法
住所・氏名またはペンネームを明記し、直接または郵送、Ｅメー
ルで広報広聴係へ。
〒509-5192（住所不要）　  koho＠city.toki.lg.jp
☎541111（内線185）／ 557763
※応募多数の場合は採用されないことがあります。
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